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No.214 第３回定例会 
８月28日～９月30日

令和元年（2019年）令和元年10月30日発行

２～５面★一般質問
　　５面★議案審議結果一覧表
６～７面★委員会の審査から
　　　　★平成３０年度決算審査について
　　８面★意見書・決議（要旨）
　　　　★相模原市議会議員と議員交流会を開催
　　　　★請願の処理経過及び結果報告
　　　　★平成３０年度政務活動費の収支報告について
　　　　★９月定例会の日程

主
な
内
容

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
９
月
補
正
予
算
額
は
、
４２
億

５
３
８
０
万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

の
主
な
も
の
は
、
繰
越
金
―
１３
億

９
８
８
４
万
４
千
円
、
繰
入
金
―

１１
億
２
６
６
５
万
３
千
円
、
都
支

出
金
―
３
６
３
０
万
９
千
円
、
財

産
収
入
―
３
０
５
４
万
４
千
円
で

す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。民

　
生
　
費

　

障
が
い
者
福
祉
費
の
障
が
い
福

祉
事
務
費
―
３
億
９
１
３
０
万
４

千
円
、
保
育
・
幼
稚
園
費
の
保
育

・
幼
稚
園
事
務
費
―
１
億
９
８
３

０
万
１
千
円
。

衛
　
生
　
費

　

廃
棄
物
処
理
費
の
廃
棄
物
処
理

施
設
運
営
費
―
１
億
１
８
７
３
万

２
千
円
。土

　
木
　
費

　

街
路
整
備
費
の
鶴
川
駅
北
口
広

場
整
備
事
業
費
―
１
０
１
５
万
９

千
円
。

令
和
元
年
度

９
月
補
正
予
算

の
あ
ら
ま
し

　

令
和
元
年
８
月
２８
日
に
開
催
さ

れ
た
本
会
議
で
、
２
０
２
２
年
４

月
か
ら
開
始
す
る
新
た
な
基
本
構

◎
１２
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ（
予
定
）

想
・
基
本
計
画
に
よ
っ
て
、
市
民

が
夢
を
描
く
こ
と
が
で
き
、
幸
せ

を
感
じ
ら
れ
る
未
来
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
「
町
田
市
基
本

構
想
・
基
本
計
画
調
査
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
委
員
長

に
は
若
林
章
喜
議
員
が
、
ま
た
副

委
員
長
に
は
佐
藤
和
彦
議
員
が
就

任
し
ま
し
た
。

付
議
事
件

①�

町
田
市
基
本
構
想
に
関
す
る
事

項
②�

町
田
市
基
本
計
画
に
関
す
る
事

項
③�

町
田
市
基
本
構
想
及
び
町
田
市

基
本
計
画
の
策
定
に
関
す
る
予

算

の
調
査
・
検
討

設
置
期
間

　

本
件
の
審
査
終
了
ま
で
（
閉
会

中
も
継
続
審
査
）

月
日

内　
　
　
容

１１
２９
㊎
本
会
議（
提
案
理
由
説
明
）

議
会
運
営
委
員
会

１２
２
㊊
議
案
説
明
会

全
員
協
議
会

４
㊌
本
会
議（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

５
㊍

本
会
議（
一
般
質
問
）

６
㊎

９
㊊

１０
㊋

１１
㊌
本
会
議（
質
疑
）

議
会
運
営
委
員
会

１２
㊍
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

１３
㊎
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

１６
㊊
常
任
委
員
会
予
備
日

２３
㊊
本
会
議（
表
決
）

議
会
運
営
委
員
会

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
は
、

１１
月
２９
日（
金
）午
後
５
時

で
す
。

※
受
付
締
切
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　本定例会は、８月２８日から９月３０日までの３４日間にわた
り開催され、議案４９件、請願４件を審議しました。
　審議の結果、市長提出議案は４２件を可決、認定、同意し
ました。
　委員会提出議案は１件を可決、議員提出議案は３件を可
決、３件を否決しました。
　また、市民から提出された請願は１件を採択、２件を不
採択、１件を継続審査としました。

９
月
補
正
予
算
を
可
決

平
成
30
年
度
決
算
を
認
定

町
田
市
基
本
構
想
・
基
本
計
画

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

（単位：千円）

区　　分 補正前
の額 補正額 計構成比

（％）
構成比
（％）

一　般　会　計 １６１，９１６，９４１ ５９．１ ２，６２９，１３８ １６４，５４６，０７９ ５９．１

特　
別　
会　
計

国民健康保険
事 業 会 計 ４１，２８８，７３４ １５．１ ６７１，７１０ ４１，９６０，４４４ １５．１

下 水 道
事 業 会 計 ９，４８３，０８５ ３．４ １７，７１８ ９，５００，８０３ ３．４

介 護 保 険
事 業 会 計 ３４，３２４，５１６ １２．５ ８２７，４０８ ３５，１５１，９２４ １２．６

後 期 高齢者
医療事業会計 １１，４４５，４５１ ４．２ １０７，８３０ １１，５５３，２８１ ４．２

病院事業会計 １５，５５９，２９４ ５．７ － １５，５５９，２９４ ５．６
収 益 的 １４，５９４，６７９ ５．４ － １４，５９４，６７９ ５．３
資 本 的 ９６４，６１５ ０．３ － ９６４，６１５ ０．３
小　　計 １１２，１０１，０８０ ４０．９ １，６２４，６６６ １１３，７２５，７４６ ４０．９
合　　計 ２７４，０１８，０２１ １００．０ ４，２５３，８０４ ２７８，２７１，８２５ １００．０

令和元年度（２０１９年度）９月補正　会計別予算構成表

全
議
員
3６
人
に
よ
る
町
田

市
基
本
構
想
・
基
本
計
画

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

■日時
　2019年11月9日（土）
　13：00～15：30
※終了時間は前後する場合があります。

■内容
　ワークショップ　等

■場所
　町田市庁舎3階
■お問い合わせ
　TEL：042-724-4049
　Mail：gikai@city.machida.tokyo.jp
　メールは右のQRコードからも送れます。

第３回
高校生と町田市議会議員の

意見交換会

町田って
どう思う？ 虐待、いじめ、差別…

身近な問題はどうした
らなくなるんだろう？

子ども達が安心して暮ら
せるまちって何だろう？

町田をもっと
知りたい！！

放課後に過ごせる
場所が欲しい！

※写真は昨年の様子です。



（2）No.214町田市議会だより令和元年（２０１9年）１０月３０日

子
ど
も
の
笑
顔
が 

地
域
の
笑
顔
に

　
新
井
よ
し
な
お
（
諸
派
）

　
問
　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の

所
得
制
限
撤
廃
を
含
め
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
打
つ
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
政
策
経
営
部
長
　
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
や
保
育
料
に
か
か
る
所

得
制
限
を
撤
廃
し
て
い
く
こ
と
な

ど
が
子
育
て
世
代
の
流
入
促
進
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
、
21
年
４
月
か
ら
所
得
制
限
を

設
け
ず
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
幼
稚
園
（
１
号
認
定
）
児

へ
の
補
助
事
業
は
終
了
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
再
検
討
や
所
得

制
限
に
か
か
る
方
た
ち
の
児
童
手

当
の
要
件
緩
和
、
所
得
制
限
の
撤

廃
、
新
た
な
補
助
の
創
設
を
す
る

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
髙
橋
副
市
長
　
現
在
、（
仮
称
）

ま
ち
だ
未
来
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
４
０
の
検
討
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
の
で
、
そ
の
中
で
し
っ

か
り
中
間
層
の
支
援
に
つ
い
て
も

議
論
し
て
い
き
た
い
。

町
田
市
民
球
場
の 

安
全
性
の
確
保
！

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
鶴
川
地
域
を
東
西
に
走
る

「
芝
溝
街
道
の
渋
滞
」
が
著
し
い
。

上
麻
生
交
差
点
、
鶴
川
駅
前
、
金

井
入
口
、
野
津
田
町
周
辺
等
。
ま

ず
、
金
井
入
口
の
渋
滞
解
消
を
。

　
道
路
部
長
　
副
市
長
が
都
に
対

し
早
期
着
手
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

こ
の
整
備
が
渋
滞
緩
和
に
つ
な
が

る
と
期
待
し
て
お
り
、
引
き
続
き

要
請
を
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　「
第
２
す
み
れ
教
室
」
の

堺
地
区
へ
の
早
期
設
置
を
求
め
る
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
堺
地
区
の

公
立
保
育
園
の
建
て
か
え
に
つ
い

て
は
療
育
施
設
の
複
合
化
を
含
め

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
問
　「
公
契
約
条
例
」
制
定
を

求
め
る
。
市
民
、
労
務
者
、
事
業

者
全
て
に
資
す
る
こ
と
は
明
白
だ
。

　
財
務
部
長
　
条
例
の
趣
旨
に
は

市
と
し
て
も
賛
同
で
き
ま
す
。
一

方
で
、
適
切
な
労
働
条
件
の
確
保

に
は
賃
金
だ
け
で
は
な
く
、
多
く

の
課
題
が
あ
り
、
対
応
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
星
だ
い
す
け
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自
転
車
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
の
課
題
と
今
後
は
。

　
経
済
観
光
部
長
　
約
２
０
０
０

名
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
山
白
山
公
園
は
、
多
く
の
来
場

者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
も
う

１
つ
の
会
場
の
候
補
地
と
し
て
な

り
得
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
以
前
に
提
案
し
た
夜
間
照

明
と
公
園
で
の
ボ
ー
ル
利
用
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
夜

間
照
明
は
、
各
小
中
学
校
を
巡
回

し
、
適
し
た
場
所
を
選
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ボ
ー
ル
遊
び
が

で
き
る
公
園
等
記
載
し
た
ス
ポ
ー

ツ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
小
学
校
に

配
付
す
る
こ
と
で
周
知
を
し
ま
す
。

　
問
　
乳
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢

引
き
下
げ
と
毎
年
の
受
診
可
能
を
。

　
保
健
所
長
　
40
歳
以
上
の
女
性

を
対
象
に
２
年
に
１
度
の
間
隔
で

検
診
を
行
う
方
法
は
、
関
連
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
や
乳
が
ん
発
生

率
等
を
検
証
、
評
価
し
た
結
果
、

現
在
推
奨
さ
れ
て
い
る
方
法
で
す
。

　
細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
特
養
ホ
ー
ム
に
要
介
護
３

の
方
が
入
所
し
に
く
い
と
聞
く
が

ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
で
審
査
を
し
て
決
め
ま

す
が
、
当
然
緊
急
性
の
高
い
方
、

需
要
の
高
い
方
が
先
に
入
る
と
い

う
こ
と
で
、
要
介
護
３
で
自
宅
生

活
を
送
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は

少
し
後
ろ
に
な
る
と
は
思
い
ま
す
。

　
問　

要
支
援
者
も
入
浴
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
に
入

浴
加
算
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
国
で
介

護
報
酬
を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、

市
独
自
で
変
え
る
と
か
、
そ
の
辺

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
　
鶴
間
公
園
駐
車
場
の
開
所

時
間
を
登
校
時
間
以
後
に
す
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
通
学
路
は
、

小
学
校
の
安
全
委
員
会
と
も
意
見

交
換
を
し
て
お
り
、
地
域
の
声
は

継
続
し
て
し
っ
か
り
と
受
け
と
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
心
で
き
る
介
護 

サ
ー
ビ
ス
求
め
て

　

お
さ
む
ら
敏
明（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
南
町
田
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ

ー
ク
ま
ち
び
ら
き
に
向
け
渋
滞
対

策
、
駐
車
場
対
策
は
大
丈
夫
か
。

　
市
長
　
臨
時
駐
車
場
約
１
０
０

０
台
分
を
確
保
し
、
開
業
ピ
ー
ク

の
混
雑
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

　
問
　
急
行
停
車
が
決
ま
っ
た
。

バ
ス
路
線
の
拡
張
・
増
便
を
要
望
。

　
市
長
　
バ
ス
事
業
者
と
の
協
議

を
続
け
て
お
り
ま
す
。
神
奈
川
中

央
交
通
か
ら
は
、
増
便
の
検
討
を

進
め
る
と
の
回
答
を
、
東
急
で
も

具
体
的
な
方
策
を
検
討
し
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
問
　
官
民
連
携
し
小
田
急
町
田

駅
北
側
の
再
開
発
を
、
文
化
芸
術

ホ
ー
ル
や
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど

を
整
備
し
て
将
来
に
渡
り
町
田
の

さ
ら
な
る
発
展
を
求
め
要
望
す
る
。

　
市
長
　
15
年
先
、
20
年
先
を
描

い
て
み
て
、
現
在
の
ま
ま
で
済
む

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
早
目
に
基

本
的
な
構
想
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
、
そ
う
い
う
時
期
に
差
し
か
か

っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ち
だ
伸
也（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
戦
災
に
関
す
る
支
援
や
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
町
田
市
戦
没

者
遺
族
会
及
び
町
田
市
原
爆
被
害

者
の
会
「
町
友
会
」
へ
補
助
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。
18
年
度
は
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
と
う
と

さ
を
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
、
町
田
市
戦
没
者
合
同
慰
霊
塔

会
館
を
建
設
し
ま
し
た
。

　
問
　
教
職
員
へ
の
負
担
軽
減
策

を
問
う
。

　
指
導
室
長
　
４
月
か
ら
統
合
型

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

今
年
度
は
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
を
50
校
、
副
校
長

補
佐
を
11
校
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
夏
休
み
明
け
、
児
童
・
生

徒
へ
の
対
策
を
問
う
。

　
指
導
室
長
　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
を
活

用
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す

る
授
業
の
実
施
や
児
童
生
徒
が
相

談
で
き
る
窓
口
一
覧
の
配
付
、
家

庭
と
の
よ
り
一
層
の
連
携
の
推
進

等
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
石
川
好
忠
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
境
川
の
整
備
状
況
・
流
域

の
調
整
池
・
調
節
池
の
現
状
は
。

　
下
水
道
部
長
　
整
備
状
況
は
上

流
区
間
で
風
間
遊
水
地
を
施
工
中
、

宮
前
橋
の
区
間
で
用
地
取
得
を
、

共
和
橋
の
下
流
の
町
田
側
で
護
岸

整
備
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。
調

整
池
の
現
状
は
境
川
流
域
で
１
４

９
カ
所
、
総
貯
水
量
は
約
38
万
立

方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
金
森
調
節
池

の
状
況
は
仮
設
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
木
曽
東

　
熊
沢
あ
や
り
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費

助
成
制
度
の
所
得
制
限
を
撤
廃
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
市
長
　
今
後
は
受
診
時
に
支
払

う
２
０
０
円
の
窓
口
自
己
負
担
の

方
針
は
堅
持
し
つ
つ
、
シ
ス
テ
ム

の
改
修
な
ど
を
進
め
、
21
年
４
月

か
ら
所
得
制
限
を
設
け
な
い
義
務

教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制
度
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
、

介
在
山
林
か
ら
純
山
林
と
し
、
税

負
担
の
軽
減
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
税
務
担
当
部
長
　
今
後
の
土
地

取
引
、
土
地
の
利
用
状
況
、
他
団

体
の
動
向
な
ど
を
研
究
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
誤
飲
な
ど
子
ど
も
や
高
齢

者
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
啓
発

活
動
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
暮

ら
し
の
安
全
情
報
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
様
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
も
知
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
な
Ｐ
Ｒ
も
し
て
い
き
た
い
。

鶴
川
の
渋
滞
解
消 

公
契
約
条
例
制
定

　

三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
野
球
に
も
技
術
革
新
の
波

が
押
し
寄
せ
、
ボ
ー
ル
や
バ
ッ
ト

の
進
化
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が

あ
る
。
狭
隘
な
町
田
市
民
球
場
の

安
全
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
外
周
路

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
フ
ェ

ン
ス
設
置
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

　
問
　
秋
の
運
動
会
を
迎
え
て
、

市
立
小
中
学
校
の
テ
ン
ト
の
整
備

状
況
を
問
う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
こ
の
秋
に
開

催
す
る
10
校
は
、
他
の
学
校
や
町

内
会
か
ら
テ
ン
ト
を
借
用
す
る
な

ど
し
て
対
策
を
講
じ
、
来
年
度
以

降
は
、
秋
の
状
況
を
確
認
し
、
整

備
内
容
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用
で

さ
ら
な
る
業
務
の
改
善
を
望
む
。

　
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
部
長
　
Ａ

Ｉ
は
文
字
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
に
変
換
す
る
技
術
の
研
究
を
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
デ
ー
タ
集
計
と
文
書
編

集
業
務
で
本
格
的
に
利
用
す
る
準

備
を
し
て
い
ま
す
。

南
町
田
ま
ち
び
ら 

き
に
向
け
課
題
は

　
お
く
栄
一
（
公
明
党
）

　
問
　
介
護
保
険
利
用
者
を
含
む

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る
、

行
政
関
係
部
局
で
の
情
報
共
有
す

る
場
を
設
け
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
各
機
関

や
専
門
職
が
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
が

で
き
る
よ
う
な
情
報
共
有
を
図
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

連
絡
会
を
十
分
に
活
用
し
、
高
齢

者
の
方
の
生
活
を
支
え
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
　
特
定
健
康
診
査
の
未
受
診

者
は
、
各
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

減
少
。
今
後
も
引
き
続
き
質
の
高

い
通
知
物
の
作
成
・
勧
誘
方
法
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
18
年
度

は
、
受
診
し
な
い
こ
と
で
生
活
習

慣
病
の
悪
化
に
気
づ
か
な
い
リ
ス

ク
や
金
額
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど

を
通
知
物
に
記
載
し
、
勧
奨
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
特
定
健

康
診
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
な
通
知
物
の
作
成
や

勧
奨
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

金井入口交差点の渋滞

持
続
し
て
発
展
す 

る
町
田
の
た
め
に

高
齢
者
の
飼
育

ペ
ッ
ト
の
課
題

調
節
池
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
適
宜
、
都
に
確
認
し
ま
す
。

　
問
　
生
産
緑
地
２
０
２
２
年
問

題
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
木
島
副
市
長
　
18
年
に
指
定
面

積
の
下
限
を
緩
和
す
る
条
例
を
制

定
し
、
特
定
生
産
緑
地
制
度
は
周

知
活
動
を
続
け
、
農
業
協
同
組
合

と
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
19

年
に
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開

催
し
た
ほ
か
、
92
年
と
93
年
に
生

産
緑
地
指
定
を
受
け
た
農
地
所
有

者
に
対
し
通
知
書
を
送
り
ま
し
た
。

境
川
の
治
水
対
策 

都
市
農
地
の
活
用

身
近
な
ス
ポ
ー
ツ 

乳

が

ん

検

診

戦
災
に
関
す
る

支
援
や
取
り
組
み

　各議員のタイトル下にある
ＱＲコードから一般質問の録
画映像にアクセスできます。
※動画の再生には別途通信料が

かかります。

一般質問
　９月２日から６日の５日間にわたり、34
名の議員が市政を取り巻く諸問題につい
て、意見・提案を交えながら、市長などの
考えをただしました。質問、答弁の要旨は
次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。
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斉
藤
か
つ
ひ
ろ
（
公
明
党
）

　
問
　
町
田
市
役
所
の
個
人
情
報

保
護
制
度
は
。

　
総
務
部
長
　
特
徴
は
２
つ
あ
り
、

１
つ
目
は
、
条
例
制
定
当
初
か
ら

目
的
条
項
に
、
自
己
情
報
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
権
を
明
記
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
２
つ
目
は
、
審
議
会
が

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
業
務
を
全

件
審
議
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
問
　
平
塚
市
の
よ
う
な
個
人
情

報
漏
え
い
は
起
き
な
い
の
か
。

　
総
務
部
長
　
シ
ス
テ
ム
ご
と
に

操
作
す
る
職
員
を
限
定
し
、
全
て

の
操
作
が
記
録
に
残
る
こ
と
か
ら
、

不
正
操
作
に
対
す
る
一
定
の
抑
止

効
果
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
問
　
軽
減
税
率
対
応
レ
ジ
へ
の

買
い
か
え
状
況
は
。

　
経
済
観
光
部
長
　
報
道
に
あ
る

と
お
り
、
市
内
事
業
者
に
お
い
て

も
買
い
か
え
が
進
ん
で
い
る
認
識

は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
制
度
の

詳
細
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
よ
う
、

引
き
続
き
周
知
し
て
い
き
た
い
。

町
田
市
民
の
個
人 

情
報
を
守
れ
！

　
木
目
田
英
男
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
小
中
学
校
体
育
館
の
空
調

設
備
設
置
と
と
も
に
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
教
育
長
　
20
年
度
に
25
校
、
21

年
度
に
37
校
の
小
中
学
校
の
体
育

館
に
空
調
を
設
置
予
定
で
す
。
ま

た
、
避
難
施
設
の
機
能
向
上
策
と

し
て
、
非
常
用
発
電
機
に
よ
る
電

力
確
保
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の

電
力
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

体
育
館
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
あ
わ

せ
て
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
調
の
設
置
に
あ
わ
せ
て
、
小
中

学
校
全
62
校
の
体
育
館
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
問
　
生
ご
み
の
減
量
達
成
率
が

芳
し
く
な
い
が
、
生
ご
み
処
理
機

等
の
利
用
者
デ
ー
タ
を
元
に
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
啓
発
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
今
ま
で
広
く

周
知
と
い
う
と
こ
ろ
に
主
眼
を
置

い
て
き
た
と
捉
え
て
い
ま
す
。
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
啓
発
に
つ
い

て
も
今
後
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
体
育
館 

の

Ｌ

Ｅ

Ｄ

化

　
矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）

　
問
　
入
学
時
に
必
要
な
標
準
服

な
ど
の
被
服
費
の
合
計
が
９
万
円

を
超
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
市
立

中
学
校
が
あ
る
。
学
校
指
定
品
な

ど
の
合
計
額
が
高
額
な
学
校
に
は

見
直
し
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
他
の
学
校
の

指
定
用
品
等
、
種
類
や
価
格
を
比

べ
る
機
会
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
各
学
校
の

指
定
用
品
に
か
か
る
価
格
を
教
育

委
員
会
で
調
査
し
、
そ
の
結
果
を

学
校
に
示
し
、
指
定
用
品
に
つ
い

て
改
め
て
確
認
す
る
よ
う
、
校
長

会
を
通
じ
て
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
家
庭
の
経
済
的
負
担
増
や

子
ど
も
の
健
康
に
悪
影
響
が
あ
る

の
で
は
と
感
じ
る
校
則
が
多
く
あ

る
。
各
校
に
見
直
し
を
求
め
て
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
校
則
は
各
学

校
長
の
責
任
と
判
断
の
も
と
に
そ

れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
ま
す
が
、
時
代

の
進
展
な
ど
も
踏
ま
え
た
も
の
と

な
る
よ
う
、
見
直
し
に
つ
い
て
校

長
会
を
通
じ
て
促
し
て
い
き
た
い
。

中
学
入
学
準
備

被
服
費
９
万
円
超

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
保
守
の
会
）

　
問
　
美
化
推
進
重
点
区
域
及
び

道
路
等
喫
煙
禁
止
区
域
に
指
定
さ

れ
る
と
ど
の
よ
う
な
制
限
が
か
か

る
の
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
美
化
推
進
重

点
区
域
で
ポ
イ
捨
て
を
し
た
場
合
、

罰
金
の
対
象
に
、
道
路
等
喫
煙
禁

止
区
域
内
の
喫
煙
は
禁
止
と
な
り
、

喫
煙
中
止
の
命
令
に
違
反
し
た
場

合
、
過
料
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
問
　
区
域
指
定
の
効
果
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
１
つ
目
は
清

掃
で
収
集
し
た
た
ば
こ
の
吸
い
殻

の
量
が
減
少
し
、
２
つ
目
は
巡
回

啓
発
に
お
け
る
路
上
喫
煙
者
へ
の

対
応
件
数
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
問
　
区
域
指
定
を
し
て
い
な
い

多
摩
境
駅
周
辺
を
良
好
な
環
境
に

す
る
た
め
今
後
、
町
田
市
は
ど
う

取
り
組
む
べ
き
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
地
域
の
方
が

市
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、
意
見

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

駅
の
喫
煙
ポ
イ
捨 

て
対
策
強
化
を
！

　
渡
辺
厳
太
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
市
内
事
業
者
育
成
の
た
め

に
条
例
改
正
を
し
た
今
を
契
機
に

入
札
の
要
綱
設
置
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
再
考
し
、
市
内
経
済
の
循
環

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
財
務
部
長
　
市
内
経
済
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
取
り
組
み
を
継
続

し
て
お
り
、
要
綱
の
制
定
に
つ
い

て
は
研
究
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

一
括
発
注
で
行
う
際
は
、
経
済
合

理
性
や
公
正
性
等
を
検
討
し
た
上

で
、
可
能
な
限
り
分
離
分
割
し
て
、

受
注
機
会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
問
　
以
前
提
言
し
た
街
路
灯
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
は
年
間
１
億
５
０
０
０
万

円
の
電
気
料
金
削
減
効
果
が
あ
る
。

工
事
発
注
が
一
部
の
事
業
者
に
偏

ら
な
い
よ
う
最
大
限
配
慮
す
べ
き
。

　
道
路
部
長
　
今
後
も
市
内
事
業

者
が
事
業
に
参
入
し
や
す
い
環
境

を
つ
く
り
、
働
き
か
け
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多

く
の
市
内
事
業
者
に
参
入
し
て
い

た
だ
き
、
オ
ー
ル
町
田
で
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

事
業
者
育
成
と
市 

内
経
済
発
展
を
！

　
吉
田
つ
と
む
（
保
守
の
会
）

　
問
　
町
田
市
に
は
児
童
相
談
所

が
な
い
が
、
政
令
市
、
あ
る
い
は

中
核
市
に
昇
格
す
る
こ
と
が
必
須

要
件
な
の
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
市
町
村
が
児

童
相
談
所
を
持
つ
と
な
る
と
、
そ

れ
な
り
の
準
備
が
必
要
に
な
る
の

で
、
今
す
ぐ
と
い
う
こ
と
は
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
１
つ
視
点
と

し
て
は
あ
り
得
る
と
は
思
い
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
は
格
式
を
持
つ
都

市
に
な
る
た
め
に
も
、
中
核
市
を

目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

　
市
長
　
地
方
自
治
法
の
考
え
方

は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
機

能
に
着
目
し
て
政
令
指
定
都
市
、

中
核
市
と
い
う
区
分
け
を
し
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
格
と
か
式

と
か
全
く
関
係
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
問
　
視
覚
障
が
い
者
の
同
行
援

護
者
が
不
足
し
て
い
る
と
思
う
が
、

実
態
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
ヘ
ル
パ
ー
数

に
つ
い
て
は
、
調
査
し
て
増
減
を

把
握
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

児
童
相
談
所
設
置 

の
た
め
中
核
市
へ

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
学
童
保
育
の
「
従
う
べ
き

基
準
の
参
酌
化
」
に
伴
う
変
化
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
市
で
は
条

例
を
改
正
す
る
予
定
は
な
く
、
現

行
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
事
業
の
水

準
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
問
　
市
庁
舎
立
体
駐
車
場
の
優

先
ス
ペ
ー
ス
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

防
止
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

　
財
務
部
長
　
障
が
い
者
用
駐
車

区
画
を
青
色
に
、
思
い
や
り
駐
車

区
画
を
緑
色
に
全
面
着
色
へ
と
変

更
す
る
ほ
か
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

見
え
る
位
置
に
こ
の
区
画
の
利
用

対
象
者
を
明
示
し
た
、
わ
か
り
や

す
い
看
板
を
設
置
す
る
よ
う
、
賃

借
人
に
依
頼
を
し
ま
す
。

　
問
　
団
地
内
に
お
け
る
受
動
喫

煙
の
減
少
へ
向
け
て
市
も
動
く
べ

き
で
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
公
的
賃
貸

住
宅
の
管
理
者
と
し
て
情
報
交
換

を
す
る
場
の
中
で
、
情
報
の
共
有

を
ま
ず
図
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

学
童
保
育
／
市
駐 

車
場
／
受
動
喫
煙

　
田
中
美
穂
　（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
市
内
２
校
で
実
施
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
中
学
校
の
標
準
服

で
ス
カ
ー
ト
と
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
選

べ
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
引
き
続
き
、

性
自
認
等
へ
の
配
慮
を
初
め
、
社

会
環
境
や
生
徒
の
状
況
変
化
に
応

じ
て
標
準
服
や
そ
の
運
用
の
見
直

し
を
検
討
す
る
よ
う
、
校
長
会
を

通
じ
て
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ

こ
の
プ
ー
ル
跡
地
を
関
連
施
設
と

し
て
活
用
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
未
利
用
地

活
用
は
、
必
要
に
応
じ
て
子
ど
も

と
か
利
用
者
の
方
、
地
域
の
方
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
　
育
休
中
も
学
童
保
育
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
が
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
利
用
を
認

め
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

多
摩
26
市
で
育
児
休
業
の
取
り
扱

い
が
な
い
市
が
町
田
市
を
含
め
て

23
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
る
っ
こ
の
プ
ー 

ル
跡
地
活
用
を

　
村
ま
つ
俊
孝
（
公
明
党
）

　
問
　
地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て
、

周
知
及
び
策
定
支
援
を
求
め
る
。

　
防
災
安
全
部
長
　
例
え
ば
５
地

区
と
い
う
ご
提
案
が
あ
り
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
ど
こ
か
１
つ
や
る
と

モ
デ
ル
に
な
り
ま
す
の
で
、
再
度

丁
寧
に
ご
説
明
を
し
、
そ
の
後
の

動
き
に
よ
っ
て
は
、
ご
提
案
の
形

に
も
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
問
　
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

活
用
し
た
中
心
市
街
地
の
魅
力
向

上
に
向
た
取
り
組
み
は
。

　
わ
た
べ
真
実（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海
洋
汚

染
問
題
に
よ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ス
ト
ロ
ー
の
廃
止
を
す
る
事
業
者

や
５
Ｒ
活
動
宣
言
を
す
る
大
学
の

報
道
が
あ
っ
た
。
こ
の
機
に
町
田

市
も
啓
発
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

進
め
て
は
ど
う
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
主
に
２
つ
の

啓
発
を
し
て
お
り
、
07
年
度
か
ら
、

エ
コ
バ
ッ
ク
の
利
用
促
進
、
11
年

度
に
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
と
連
携

し
て
啓
発
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、

　
経
済
観
光
部
長
　
原
町
田
大
通

り
に
交
通
規
制
を
か
け
、
そ
の
道

路
空
間
に
椅
子
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ

カ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
憩
い
の
空

間
創
出
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
個
別
通

知
の
見
直
し
、
65
歳
の
方
へ
再
通

知
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
保
健
所
長
　
通
知
内
容
や
見
せ

方
に
つ
い
て
、
工
夫
を
し
て
い
き

た
い
。
再
通
知
は
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
イ
ボ
ト
ル
の
利
用
促
進
を
啓
発

し
て
い
ま
す
。
庁
内
に
お
い
て
も
、

マ
イ
ボ
ト
ル
と
か
マ
イ
カ
ッ
プ
の

利
用
に
つ
い
て
周
知
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
　
回
収
に
出
し
て
い
る
ビ
ン

の
う
ち
、
ビ
ー
ル
ビ
ン
な
ど
再
使

用
で
き
る
生
き
ビ
ン
の
扱
い
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
再
利
用
が
可

能
な
生
き
瓶
と
し
て
、
選
別
を
し

て
、
売
り
払
い
を
続
け
て
い
ま
す
。

18
年
度
は
約
16
万
本
を
約
40
万
円

で
売
却
し
て
い
ま
す
。

防
災
力
強
化
／

ま
ち
の
魅
力
向
上

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご 

み
な
ど
の
減
量
を

　
い
わ
せ
和
子
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
始

ま
る
が
詳
細
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
引
き
続
き
、

低
学
年
の
児
童
は
全
員
受
け
入
れ

と
な
り
ま
す
の
で
、
定
員
か
ら
低

学
年
の
入
会
児
童
数
を
引
い
た
残

り
の
枠
が
高
学
年
向
け
に
な
り
ま

す
。
定
数
を
超
え
る
申
請
が
あ
っ

た
場
合
、
高
学
年
を
点
数
化
し
て
、

点
数
の
高
い
ほ
う
か
ら
枠
の
範
囲

内
で
入
会
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
問
　
幼
児
教
育
・
保
育
の
今
後

は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
認
可
外
保

育
施
設
は
、
５
年
間
の
経
過
措
置

期
間
中
は
、
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
で
も
無
償
化
の
対
象
と

な
る
こ
と
か
ら
、
保
育
の
質
の
担

保
が
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
認
可
権
者
の

東
京
都
と
情
報
共
有
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
、
教
育
・
保
育
を
担
う
方
々

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
も
、
関
係

機
関
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ 

高
学
年
受
け
入
れ

路上喫煙禁止を示すタイル
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傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
庁
舎
3
階
の

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
庁
舎
3
階
の

本
会
議
・
委
員
会
の
イ
ン
タ

ネ
ト
放
映
を
行
て
い
ま
す

本
会
議
・
委
員
会
の
イ
ン
タ

ネ
ト
放
映
を
行
て
い
ま
す

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

（

）

（

）

https://w
w
w
.gikai-m

achida.jp/
https://w

w
w
.gikai-m

achida.jp/

　
深
沢
ひ
ろ
ふ
み
（
保
守
の
会
）

　
問
　
市
民
が
住
所
変
更
を
行
っ

た
場
合
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
市
民
の
住
民

票
を
市
役
所
に
請
求
で
き
る
か
。

　
市
民
部
長
　
日
本
放
送
協
会
放

送
受
信
規
約
第
８
条
第
２
項
に
基

づ
き
、
住
民
票
の
交
付
請
求
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
請
求
の
根
拠
と

な
る
資
料
を
確
認
し
た
上
で
、
交

付
す
る
か
否
か
の
判
断
を
し
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料

免
除
事
由
継
続
調
査
に
協
力
す
る

の
は
ど
こ
の
要
請
に
よ
る
も
の
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
障
が
い
者
は

総
務
省
、
厚
労
省
、
都
道
府
県
を

通
じ
協
力
依
頼
で
通
知
さ
れ
、
生

活
保
護
対
象
は
厚
労
省
が
定
め
る

生
活
保
護
制
度
を
運
用
す
る
た
め

に
定
め
ら
れ
た
基
準
と
な
り
ま
す
。

　
問
　
固
定
資
産
税
の
特
例
に
お

い
て
、
電
気
・
ガ
ス
・
鉄
道
の
特

例
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
ど
う
か
。

　
税
務
担
当
部
長
　
現
在
定
め
ら

れ
て
い
る
地
方
税
法
で
は
、
設
け

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
住
民
票 

第
三
者
請
求
ほ
か

　
藤
田
　
学
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
児
童
虐
待
の
発
生
予
防
・

早
期
発
見
の
体
制
強
化
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
町
田
市
医

師
会
が
年
３
回
開
催
す
る
児
童
虐

待
防
止
の
た
め
の
町
田
市
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｓ
合
同
会
議
に
参
加
し
、
気
に
な

る
児
童
の
情
報
を
共
有
し
、
児
童

虐
待
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
構
想
と
フ
レ
イ
ル
予
防
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
連
関
し
、
医
介
学
官

一
体
化
し
た
取
り
組
み
で
、
全
市

民
参
加
を
目
指
さ
れ
た
い
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
今
ま
で

の
施
策
を
充
実
し
、
国
の
制
度
改

正
を
み
な
が
ら
、
体
制
を
整
え
て

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
小
山
田
桜
台
団
地
は
地
域

医
療
福
祉
拠
点
化
を
図
り
、
地
域

包
括
シ
ス
テ
ム
構
築
型
再
生
を
。

　
木
島
副
市
長
　
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
交
流
で
き
る
拠
点
や
地

域
包
括
ケ
ア
に
必
要
な
高
齢
者
サ

ー
ビ
ス
の
拠
点
な
ど
、
関
係
団
体

と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

虐
待
か
ら
子
ど
も 

の
命
を
守
る
！

　
大
西
宣
也
（
保
守
の
会
）

　
問
　
市
の
施
設
内
に
お
い
て
、

共
産
党
議
員
が
赤
旗
を
職
員
に
配

布
し
て
い
る
実
態
は
あ
る
か
。
ま

た
、
市
で
購
入
し
て
い
る
か
。

　
財
務
部
長
　
赤
旗
の
配
布
の
実

態
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
総
務
部
長
　
中
央
図
書
館
で
は

閲
覧
用
と
し
て
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
、

公
明
新
聞
、
自
由
民
主
の
３
種
を

購
入
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
庁
舎
管
理
規
則
に
違
反
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
議
員
の

優
位
性
を
利
用
し
職
員
に
赤
旗
の

購
入
を
進
め
る
こ
と
は
、
市
長
は

パ
ワ
ハ
ラ
に
該
当
す
る
と
認
め
て

い
る
が
中
止
さ
せ
ら
れ
な
い
の
か
。

　
財
務
部
長
　
今
回
改
め
て
と
い

い
ま
す
か
、
実
態
調
査
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
過
去
３
回
の
通
知
が

守
ら
れ
て
い
な
い
実
態
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果

を
重
く
受
け
と
め
て
、
改
め
て
通

達
を
行
い
、
庁
舎
管
理
規
則
の
徹

底
を
さ
ら
に
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
松
岡
み
ゆ
き
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
多
胎
児
の
子
育
て
の
個
別

支
援
と
し
て
保
健
師
は
、
ど
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
の
か
。

　
保
健
所
長
　
さ
ま
ざ
ま
な
子
育

て
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
、
支
援
が

さ
ら
に
必
要
な
方
に
は
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て

サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
げ
、
そ
の
後
も

利
用
状
況
や
育
児
の
状
況
を
確
認

し
、
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
外
国
人
が
、
ご
み
を
出
す

と
き
、
わ
か
り
や
す
く
、
多
言
語

対
応
し
た
「
資
源
と
ご
み
の
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
し
て
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
イ
ラ
ス
ト
や

写
真
を
使
い
、
日
本
語
が
わ
か
ら

な
い
方
で
も
視
覚
的
に
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
若
者
の
投
票
率
を
上
げ
る

た
め
、
出
前
講
座
や
、
18
歳
を
対

象
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
は
何
か
。

　
選
挙
管
理
委
員
長
　
18
歳
の
方

に
、
選
挙
権
行
使
の
呼
び
か
け
や

立
会
人
募
集
を
兼
ね
た
バ
ー
ス
デ

ー
カ
ー
ド
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

多
胎
児
の
子
育
て 

／
ご
み
の
出
し
方

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問
　
脳
疾
患
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
る
脳
ド
ッ
ク
助
成
制
度
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
財
政
面

は
も
と
よ
り
、
有
効
性
や
他
自
治

体
の
事
業
内
容
、
利
用
状
況
な
ど

も
踏
ま
え
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
南
町
田
の
公
共
交
通
充
実

の
一
環
と
し
て
、
市
内
公
園
間
の

周
遊
バ
ス
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
公
園
同
士

の
周
遊
ア
ク
セ
ス
や
利
用
者
が
周

遊
し
て
み
た
い
と
思
え
る
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者

と
の
意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
研

究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
南
町
田
駅
地
下
道
の
北
側

に
駐
輪
場
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

　
道
路
部
長
　
公
営
の
ほ
か
、
民

営
に
よ
る
駐
輪
場
の
確
保
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
等
を
使
用
し
て
、

民
間
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
で

き
る
駐
輪
場
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク
助
成
／ 

南
町
田
の
利
便
性

　
戸
塚
正
人（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
特
に
南
町
田
駅
や
町
田
駅

に
つ
い
て
駐
輪
場
が
足
り
な
い
と

の
意
見
が
あ
る
が
、
対
策
は
。

　
道
路
部
長
　
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト

を
南
町
田
と
町
田
の
各
駅
に
増
設

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
駐
輪
場

の
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
、
わ
ず
か
な

空
き
ス
ペ
ー
ス
で
も
駐
輪
場
と
し

て
シ
ェ
ア
で
き
る
利
点
を
生
か
し

ま
し
て
、
小
規
模
な
駐
輪
場
を
多

数
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
駐
輪
場

不
足
を
解
消
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
特
に
物
品
な
ど
市
内
事
業

者
の
受
注
率
向
上
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。
ま
た
、
現
状

の
入
札
環
境
に
つ
い
て
、
市
内
事

業
者
と
の
意
見
交
換
を
す
る
機
会

は
あ
る
か
。

　
財
務
部
長
　
市
内
の
事
業
者
の

登
録
を
ふ
や
す
取
り
組
み
や
、
各

事
業
者
団
体
と
の
意
見
交
換
な
ど
、

経
営
努
力
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、

サ
ポ
ー
ト
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、

地
域
産
業
の
発
展
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

南
町
田
・
町
田
に 

駐
輪
場
整
備
を
！

　
白
川
哲
也
（
保
守
の
会
）

　
問
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

る
契
約
候
補
者
の
選
定
に
際
し
て
、

基
準
の
曖
昧
さ
解
消
、
客
観
的
な

視
点
確
立
の
た
め
、
共
通
評
価
項

目
の
設
定
、
外
部
専
門
家
の
活
用

等
２
０
１
８
年
第
４
回
定
例
会
で

提
案
し
た
が
、
当
時
の
議
論
か
ら

ど
の
よ
う
な
進
捗
が
あ
っ
た
か
。

　
財
務
部
長
　
実
績
、
企
画
力
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
業
務
実

施
体
制
、
情
報
管
理
の
５
つ
を
共

通
評
価
項
目
と
し
て
設
定
す
る
こ

　
佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
芹
ヶ
谷
公
園
芸
術
の
杜
の

整
備
計
画
は
非
常
に
楽
し
み
で
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
計
画
を
進
め

る
の
か
。

　
市
長
　
８
月
24
日
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
い
た
だ

い
た
ご
意
見
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、

全
体
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
12
月
を
め
ど
に
取
り

ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
問
　
町
田
市
下
水
道
ア
ク
シ
ョ

と
と
し
、
1９
年
４
月
に
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
実
施
手
順
を
改
正
し
ま
し

た
。
ま
た
、
評
価
委
員
に
外
部
有

識
者
を
含
め
る
必
要
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
項
目
を
追
加
し
、

よ
り
客
観
的
で
透
明
性
の
高
い
評

価
が
行
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
問
　
採
点
結
果
開
示
を
よ
り
わ

か
り
や
す
く
す
る
よ
う
求
め
る
。

　
財
務
部
長
　
採
点
結
果
調
書
と

し
て
公
表
は
し
て
い
ま
す
が
、
わ

か
り
に
く
い
と
い
う
ご
指
摘
に
つ

い
て
は
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ン
プ
ラ
ン
の
進
捗
に
つ
い
て
地
方

公
営
企
業
法
一
部
適
用
の
準
備
は
。

　
木
島
副
市
長
　
固
定
資
産
調
査
、

評
価
、
移
行
事
務
、
公
営
企
業
会

計
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
の
準
備

は
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
ま
す
。

　
問
　
河
川
の
水
質
向
上
の
た
め

下
水
処
理
場
の
高
度
処
理
化
を
さ

ら
に
求
め
た
い
が
ど
う
か
。

　
下
水
道
部
長
　
人
工
知
能
を
活

用
し
高
度
処
理
化
を
図
る
実
証
研

究
Ｂ
―
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
1９
年
と
20
年
で
行
い
ま
す
。

契
約
候
補
者
の

選
定
に
つ
い
て

芹
ヶ
谷
公
園
芸
術 

の
杜
・
下
水
道

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
鶴
川
図
書
館
、
さ
る
び
あ

図
書
館
存
続
な
ど
採
択
さ
れ
た
請

願
趣
旨
を
「
（
仮
称
）
ま
ち
だ
未

来
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
反
映
さ

せ
る
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
個
々
の
政
策

に
つ
い
て
は
反
対
の
ご
意
見
も
あ

る
こ
と
も
事
実
で
す
。
未
来
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
長
期
的
な
大
き
な
取
り
組
み
な

の
で
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
様
と

対
話
を
十
分
に
行
い
な
が
ら
、
策

定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
小
田
急
町
田
駅
に
お
け
る

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
ホ
ー
ム
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
事
業
者
へ
働
き

か
け
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
計
画
を
問
う
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
ホ
ー
ム
ド

ア
整
備
は
、
22
年
度
ま
で
に
供
用

開
始
の
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。

小
田
急
電
鉄
と
は
駅
ホ
ー
ム
に
お

け
る
乗
客
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、

引
き
続
き
協
力
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

小
田
急
町
田
駅
の 

ホ
ー
ム
の
安
全
を

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
国
保
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
滞
納
相
談
は
、
所
管
課
で

丁
寧
に
対
応
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
税
務
担
当
部
長
　
１
人
１
人
資

力
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
納
税
相

談
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
丁
寧

に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
問
　
木
曽
山
崎
団
地
地
区
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
健
康
増
進
関
連

拠
点
と
し
て
の
旧
忠
生
６
小
跡
地

活
用
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
よ
り
多
く
の

市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
町
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
1９
―
28
に
基
づ
き
、
活
用
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
補
聴
器
購
入
の
医
療
費
控

除
に
つ
い
て
、
市
民
等
に
周
知
す

る
方
法
を
問
う
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
医
師
の

証
明
が
必
要
で
、
対
象
者
が
限
ら

れ
ま
す
が
、
補
聴
器
の
専
門
店
な

ど
で
案
内
で
き
る
よ
う
に
働
き
か

け
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

国
保
税
滞
納
へ
の 

早
め
の
対
応
を

用語の解説 本文中の青文字の解説です

◎介在山林� 【２面】
　宅地等に介在する山林及び市街地近郊の山林の
こと。
◎純山林� 【２面】
　市街地から遠く離れた場所にあり、宅地の影響
をほとんど受けない山林のこと。
◎スマートウェルネスシティ� 【４面】
　「ウェルネス（健幸＝身体面の健康だけでなく、
人々が生きがいを感じ、安心安全で豊かな生活を
送れること）」をまちづくりの中核に位置づけ、
市民が元気に健康で幸せに暮らせることを目指す
まちづくりの形。
◎実証研究 B-DASHプロジェクト�【４面】
　Breakthrough by Dynamic Approach in 
Sewage High Technology Project の略。国土
交通省が主体となった実証研究で、新技術の研究
開発及び実用化を加速することにより、下水道事
業における低炭素・循環型社会の構築や浸水・老
朽化対策等を実現し、新技術を広く普及させるこ
とを目的としたもの。

共
産
党
議
員
に

よ
る
赤
旗
配
布
は

（右）資源とごみの収集カレンダー
（左）�資源とごみの出し方ガイド（外国人居住者向け）



（5） No.214 町田市議会だより 令和元年（２０１9年）１０月３０日

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
庁
舎
3
階
の

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
庁
舎
3
階
の

本
会
議
・
委
員
会
の
イ
ン
タ

ネ
ト
放
映
を
行
て
い
ま
す

本
会
議
・
委
員
会
の
イ
ン
タ

ネ
ト
放
映
を
行
て
い
ま
す

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

（

）

（

）

https://w
w
w
.gikai-m

achida.jp/
https://w

w
w
.gikai-m

achida.jp/

い
じ
め
・
悩
み
相 

談
／
妊
娠
期
支
援

　
山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）

　
問
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
市
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
木
島
副
市
長
　
多
摩
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
の
延
伸
や
都
市
再
生
機
構

が
ス
ト
ッ
ク
活
用
・
再
生
ビ
ジ
ョ

ン
の
対
象
団
地
に
位
置
づ
け
た
こ

と
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
絶

好
の
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
北
部
丘
陵
の
魅
力
引
き
出

す
社
会
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

活
性
化
に
向
け
、
今
後
の
方
向
性

を
聞
き
た
い
。

　
友
井
和
彦
（
諸
派
）

　
問
　
大
和
市
と
の
図
書
館
の
相

互
利
用
に
続
き
、
横
浜
市
と
の
相

互
利
用
を
望
む
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
担
当
者
レ
ベ

ル
で
情
報
交
換
を
始
め
た
ば
か
り

で
す
の
で
、
引
き
続
き
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
問
　
中
高
生
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

が
利
用
し
や
す
い
図
書
館
改
革
を
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
効
果
的
な
フ

ロ
ア
の
使
い
方
は
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
の

　
北
部
・
農
政
担
当
部
長
　
環
境

変
化
を
新
た
な
転
機
と
捉
え
事
業

を
進
め
て
い
き
た
い
。
具
体
的
に

進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の

皆
様
と
話
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　
問
　
参
院
選
に
お
け
る
要
望
、

特
に
障
が
い
者
や
高
齢
者
へ
の
配

慮
や
対
応
に
つ
い
て
、
市
は
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
選
挙
管
理
委
員
長
　
次
の
選
挙

に
向
け
て
、
改
善
で
き
る
も
の
、

あ
る
い
は
で
き
な
い
事
項
を
含
め

て
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

環
境
な
ど
、
他
市
の
事
例
を
含
め

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
・
パ

ラ
を
契
機
に
町
田
市
出
身
、
在
住

の
次
世
代
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ア
ン
候
補
の
育
成
及
び
支

援
を
行
う
べ
き
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
Ｓ

ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
ま
ち
だ
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
協
議
会
と
連
携
協
力
し
、
効
果

的
な
情
報
の
収
集
、
発
信
を
行
う

方
法
、
情
報
の
一
元
化
に
つ
い
て

前
向
き
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

小
山
田
桜
台
団
地 

の
ま
ち
づ
く
り

横
浜
市
と
も
図
書 

館
の
相
互
利
用
を

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問
　
子
ど
も
の
い
じ
め
や
悩
み

相
談
窓
口
に
ア
プ
リ
を
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

　
教
育
長
　
児
童
生
徒
の
心
理
的

負
担
が
低
く
、
こ
れ
ま
で
相
談
、

通
報
を
た
め
ら
っ
て
い
た
ケ
ー
ス

の
掘
り
起
こ
し
も
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
ア
プ
リ
に
よ
る
相
談
窓

口
を
19
年
11
月
か
ら
導
入
、
開
設

し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
孤
育
て
や
産
後
う
つ
な
ど

を
予
防
す
る
一
助
と
し
て
、
母
親

と
市
と
の
関
係
を
早
い
時
期
か
ら

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

母
子
手
帳
ア
プ
リ
に
よ
り
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が

現
状
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
妊
娠
期
や

育
児
中
の
方
へ
妊
娠
週
数
に
合
わ

せ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
の
情
報
等
、

登
録
さ
れ
た
方
に
自
動
で
通
知
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
期
に
合
わ

せ
た
情
報
の
通
知
も
行
っ
て
い
ま

す
。
よ
り
多
く
の
方
に
登
録
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

★第３回定例会 議案審議結果一覧表
賛否が分かれた議案� ※若林章喜議員は議長のため通常の採決には参加できません。
○　賛成　　×　反対　　－　棄権　　空欄は欠席 自由民主党 公明党 まちだ市民クラブ 保守の会 日本共産党 諸派

議決
月日議案

番号 議　　案　　名 議決
結果

熊
沢
あ
や
り

星
だ
い
す
け

木
目
田
英
男

石
川
好
忠

渡
辺
厳
太
郎

松
岡
み
ゆ
き

い
わ
せ
和
子

三
遊
亭
ら
ん
丈

若
林
章
喜（
議
長
）

藤
田　
学

佐
藤
伸
一
郎

お
さ
む
ら
敏
明

山
下
て
つ
や

村
ま
つ
俊
孝

斉
藤
か
つ
ひ
ろ

お
ん
じ
ょ
う
由
久

松
葉
ひ
ろ
み

お
く
栄
一

森
本
せ
い
や

東　
友
美

ち
だ
伸
也

佐
藤
和
彦

わ
た
べ
真
実

戸
塚
正
人

白
川
哲
也

深
沢
ひ
ろ
ふ
み

お
ぜ
き
重
太
郎

吉
田
つ
と
む

大
西
宣
也

細
野
龍
子

田
中
美
穂

佐
々
木
智
子

殿
村
健
一

新
井
よ
し
な
お

矢
口
ま
ゆ

友
井
和
彦

★　市　長　提　出　議　案
第58号 令和元年度（２０１９年度）町田市一般会計補正

予算（第２号）
可　決

（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ９月3０日

第68号 町田市学童保育クラブ設置条例の一部を改正
する条例

可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ９月3０日

第7０号 町田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例

可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ９月3０日

第7２号 町田市立保育園における特別保育の実施に関
する条例の一部を改正する条例

可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ９月3０日

第74号 町田市廃棄物の処理及び再利用の促進に関す
る条例の一部を改正する条例

可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ９月3０日

第76号 町田市立公園条例の一部を改正する条例 可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ９月3０日

第77号 町田市下水道事業の設置等に関する条例 可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ９月3０日

第78号 町田市下水道事業審議会条例 可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ９月3０日

第7９号 町田市立陸上競技場観客席増設工事請負契約 可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ 8月２8日

第8０号 町田市立陸上競技場観客席増設電気設備工事
請負契約

可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ 8月２8日

第8１号 野津田公園拡張区域整備工事（その１）請負契
約

可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ９月3０日

第8２号 鶴間公園整備工事（その２）請負契約の変更契
約

可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ９月3０日

第９２号 薬師池西公園・薬師池公園駐車場の指定管理者
の指定について

可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ９月3０日

認定第１号 平成3０年度（２０１8年度）町田市一般会計・特別
会計歳入歳出決算認定について

認　定
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ９月3０日

認定第２号 平成3０年度（２０１8年度）町田市病院事業会計
決算認定について

認　定
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ９月3０日

★　議　員　提　出　議　案
第２０号 介護保険制度から要介護１・２をはずす「法」改

定を行わないことを求める意見書 否　決 × × × × × × × ×
議
長

× × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ９月3０日

第２１号 都単独型一時預かり事業について国基準と同
じ無償化を求める意見書 否　決 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ９月3０日

第２２号 消費税１０％への増税中止を求める意見書 否　決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × × ９月3０日
★　請　願
第１０号 野津田公園バラ広場の現在地での存続・拡充を求める請願 不採択 × × × × × × × × 議　

　
長

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ９月3０日
第１２号 並木町会の独立に関する請願 継続審査 ９月3０日
第１3号 野津田公園ばら広場の移転計画の再検討を求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ９月3０日

全員一致で可決・同意・採択された議案
議案
番号 議　　案　　名 議決

月日
★　市　長　提　出　議　案
第5９号 令和元年度（２０１９年度）町田市国民健康保険事業会計補正予算（第１号）� ９月3０日
第6０号 令和元年度（２０１９年度）町田市下水道事業会計補正予算（第１号）� ９月3０日
第6１号 令和元年度（２０１９年度）町田市介護保険事業会計補正予算（第１号） ９月3０日
第6２号 令和元年度（２０１９年度）町田市後期高齢者医療事業会計補正予算（第１号）� ９月3０日

第63号 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整
備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 ９月3０日

第64号 町田市印鑑条例の一部を改正する条例 ９月3０日
第65号 町田市体育施設条例の一部を改正する条例 ９月3０日
第66号 町田市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 ９月3０日
第67号 町田市授産センター条例の一部を改正する条例　　 ９月3０日

第6９号 町田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条
例の一部を改正する条例 ９月3０日

第7１号 町田市立保育園設置条例の一部を改正する条例 ９月3０日
第73号 町田市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 ９月3０日
第75号 町田都市計画事業鶴川駅南土地区画整理事業施行に関する条例 ９月3０日
第83号 生活保護法第63条に基づく返還金に係る訴訟の提起について 8月２8日
第84号 生活保護法第78条に基づく徴収金等に係る訴訟の提起について 8月２8日
第85号 住居表示を実施する市街地の区域及び当該区域内の住居表示の方法　 ９月3０日
第86号 町区域の新設及び変更　　 ９月3０日

議案
番号 議　　案　　名 議決

月日
第87号 市道路線の認定について ９月3０日
第88号 市道路線の廃止について ９月3０日
第8９号 三輪子どもクラブの指定管理者の指定について ９月3０日
第９０号 原町田一丁目駐車場及び原町田一丁目第２駐車場の指定管理者の指定について ９月3０日
第９１号 町田市小野路宿里山交流館の指定管理者の指定について ９月3０日
第９3号 損害賠償の額の決定について ９月3０日
第９4号 町田市監査委員の選任につき同意方について ９月3０日
第９5号 町田市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意方について ９月3０日
第９6号 町田市行政不服審査会委員の委嘱につき同意方について ９月3０日
第９7号 小山スポーツ広場に係る損害賠償等請求事件の和解について ９月3０日
★　委　員　会　提　出　議　案
第１号 東京都に対し、幼児教育保育無償化に伴う保育園の主食費・副食費徴収について、

自治体間で差が生じないよう財政支援を行うことを求める意見書 ９月3０日

★　議　員　提　出　議　案
第１7号 消防団員の安定的な確保と志気高揚のための周知活動に関する決議 ９月９日
第１8号 高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書 ９月3０日
第１９号 太陽光発電の適切な導入に向けた制度設計と運用を求める意見書 ９月3０日
★　請　願
第8号 まちっこ保育園前の登校園路に安全対策を求める請願 ９月3０日

継続審査となりました。
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審査から

　
障
が
い
福
祉
課
担
当
課
長　
引

き
続
き
働
き
続
け
た
い
方
に
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
あ
る

と
か
、
今
ま
で
通
い
な
れ
て
い
る

と
こ
ろ
の
中
で
は
、
同
じ
法
人
の

施
設
の
中
で
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
っ
た
形
で
、
仕
事
を
続
け
て

い
た
だ
く
こ
と
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員　
そ
う
い
う
方
た
ち
の
声

を
拾
っ
て
、
そ
の
人
た
ち
が
生
き

生
き
と
働
き
な
が
ら
暮
ら
せ
る
よ

う
な
場
所
は
、
別
の
形
で
も
確
保

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
あ
と
、
授

産
場
の
廃
止
は
、
展
望
が
あ
る
廃

止
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

　
障
が
い
福
祉
課
担
当
課
長　
廃

止
後
に
つ
い
て
は
、
美
術
工
芸
館

の
生
活
介
護
の
部
分
を
拡
充
し
て

い
く
と
こ
ろ
で
考
え
て
い
ま
す
。

施
設
の
老
朽
化
と
か
、
必
要
な
と

こ
ろ
は
改
修
を
進
め
つ
つ
拡
充
を
、

充
実
し
た
施
設
に
な
る
よ
う
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

設
が
稼
働
か
ら
39
年
た
っ
て
い
ま

す
の
で
、
し
っ
か
り
と
毎
日
点
検

等
を
で
き
る
か
ど
う
か
、
こ
の
要

件
を
一
番
満
た
し
て
い
る
の
が
今

回
の
タ
イ
ム
ズ
24
と
い
う
こ
と
で

考
え
て
い
ま
す
。

　
委
員　
今
回
、
手
挙
げ
し
た
団

体
の
中
に
は
市
内
に
所
在
す
る
団

体
は
あ
っ
た
の
か
。

　
産
業
政
策
課
担
当
課
長　
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
委
員　
条
件
を
満
た
す
企
業
が

市
内
に
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
、

あ
る
い
は
条
件
を
満
た
す
企
業
は

あ
っ
た
が
、
そ
の
企
業
が
手
挙
げ

を
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

　
産
業
政
策
課
担
当
課
長　
今
回
、

指
定
管
理
者
の
創
意
工
夫
を
生
か

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、

特
に
厳
し
い
条
件
を
立
て
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
市
内
事
業
者
か
ら

の
応
募
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
条
件
を
満
た
し
て
い
た
か
ど

う
か
は
調
べ
て
い
ま
せ
ん
。

町
田
市
授
産
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

～
授
産
セ
ン
タ
ー
内
の　
　

　
　
　
　
授
産
場
を
廃
止
～

　
委
員　
現
在
通
所
し
て
い
る
方

の
人
数
と
、
そ
こ
で
仕
事
を
さ
れ

て
収
入
を
得
て
と
い
う
こ
と
だ
と

思
う
が
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
障
が
い
福
祉
課
担
当
課
長　
現

在
の
利
用
者
は
登
録
が
10
名
で
、

全
て
高
齢
の
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
生
活
へ
の
影
響
で
す
け

れ
ど
も
、
今
個
別
に
面
談
を
し
な

が
ら
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
、
本

人
の
意
向
に
沿
っ
て
支
援
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
委
員　
例
え
ば
高
齢
で
も
、
元

気
だ
か
ら
違
う
と
こ
ろ
で
働
き
た

い
場
合
、
高
齢
者
を
受
け
入
れ
る

ほ
か
の
福
祉
施
設
は
、
実
際
に
あ

き
が
あ
る
の
か
。

原
町
田
一
丁
目
駐
車
場
及
び

原
町
田
一
丁
目
第
２
駐
車
場

指
定
管
理
者
の
指
定

～
３
つ
の
選
定
基
準
と

�

市
内
事
業
者
の
応
募
～

　
委
員　
指
定
管
理
者
候
補
と
い

う
こ
と
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
団
体

を
選
考
す
る
に
当
た
っ
て
、
最
も

適
切
な
内
容
を
持
っ
た
候
補
だ
と

い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
、
他
と
比

べ
て
採
用
の
秀
で
た
要
件
と
し
て

取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
だ
っ
た
か
。

　
産
業
政
策
課
担
当
課
長　
選
定

に
当
た
り
３
つ
の
基
準
を
重
視
し

ま
し
た
。
１
点
目
は
、
利
用
者
に

と
っ
て
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
創
意
工
夫
が
で
き

て
い
る
か
ど
う
か
、
２
点
目
は
、

今
回
、
利
用
料
金
制
と
い
う
こ
と

で
納
付
金
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
納
付
金
の
多

寡
、
ま
た
、
３
点
目
と
し
て
、
施

９月１０日・１８日に議案
７件、認定２件の審査
を行いました。

９月１０日・１１日・１８日
に議案４件、認定１件
の審査を行いました。総　務健康福祉

・本来、東京都の事務となる保健所運営を町田市が保健所政令市として担って
いることに鑑み、人口減少社会に備えるにあたって保健所運営に関わる費用
負担を東京都に求める。
・市民後見人登録者が、後見人としての仕事を受任できるよう、フォローアッ
プ研修を実施されたい。また成年後見人制度の利用者増が見込まれるため、
財源確保を図られたい。
・福祉輸送サービスの共同配車センターは支援を必要とされる方にとって重要
なサービスであり、潜在需要はあるので更に増強を検討されたい。
・特別養護老人ホームの待機者数に圏域別の差があるので、圏域別の待機者数
や年齢別人口などを見越して先手を打った増設を進め、入所待機者を減らす
とともに、「第７期介護保険事業計画」未達成分の地域密着型サービスの整
備を急がれたい。
・高齢者見守り支援ネットワークの継続のため、メンバーの世代交代を促す工
夫、多様な地域資源との連携を推進されたい。
・今後、高齢者の受給者が増加すると予想される。医師会などの協力を得て、
ジェネリック医薬品の奨励と、就労指導の推進を図られたい。
・公共施設再編において医療機能集約を図るためのメディカルセンター化の検
討を始められたい。
・３年経過した出産・子育てしっかりサポート事業や、こんにちは赤ちゃん訪
問について、件数など定量的管理のみならず、振り返り会議を生かした質の
向上や以降の継続フォローの更なる強化に努められたい。
・東京都から譲り受けた保健所は築50年、老朽化している。建物、施設の効率
化、安全対策を考慮し、早期に建て替えを検討されたい。
・短期滞在外国人に対し、被保険者証発行には不正使用の無いよう努力された
い。
・要介護度改善ケア奨励事業を拡大し、更に高い目標を設定して推進されたい。

【認定第２号】
・入退院支援センターに介護支援専門員を配置し、退院後の療養や生活支援に
すぐつなげられる体制をとられたい。
・救急診療体制の充実を図り、救急隊からの受け入れ要請に対する応需率の引
き上げに努力をされたい。

� など計32件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（健康福祉）
認定すべきものと決定

・ＳＮＳはツイッター・Facebook でも情報発信しているとのことだがまだま
だ認知度が低い。ＳＮＳの更なる利活用に努められたい。
・GREEN× PLAZAにおいては、費用対効果も鑑みながら市民の声を反映し
て進められたい。
・屋上花畑においては、子どもたちに収穫体験をさせる等、更なる活用を図ら
れたい。
・工事請負契約において市内事業者が受注しやすくなるよう、更なる配慮に努
められたい。
・市民税等賦課管理費について、一日も早いソフトウェアロボットの活用を進
められたい。
・市税や国民健康保険税の滞納整理にあたっては、生活困窮解決のため生活援
護課との連携を強められたい。
・オープンデータ事業において町田市は二次利用を前提に91のオープンデータ
コンテンツを公開しているが市が保有している資料・データに比してその量
は多いとは思えない。今後、活用可能な有用資料の更なるオープンデータ化
に努められたい。
・就業関連情報においては、ハローワーク町田等、各支援機関との連携をより
密にし、市内雇用情報の把握に更に努め、市内有効求人倍率を向上するよう
計られたい。
・農業研修修了者が市内で農業に携わることができるよう、取り組みを更に進
められたい。
・農業においては、市内の収穫量に関しても把握するよう努められたい。
・山林バンク事業のマッチングに力を入れ、更なる山林の活用を図られたい。
・商店街活性化のために、魅力ある個店形成を支援すること。
・町田ターミナルプラザにおいては飲食を含めた更なる集客と滞在時間の増加
に努められたい。
・外国人観光客の増加に向けて、更なる取り組みを進められたい。

� など計30件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（総務）
認定すべきものと決定

歳入合計
約1,543億円

その他
17,046,922,195円
(11.0%）

繰入金
6,259,096,498円(4.1%）

市債
7,209,500,000円(4.7%）
地方消費税交付金
7,444,362,000円
(4.8%）

都支出金
19,955,161,676円
(12.9%） 国庫支出金

27,999,998,271円(18.1%）

市税
68,407,084,827円
(44.3%)

歳入合計額
154,322,125,467円

平成30年度　歳入決算額の内訳（一般会計）

歳出合計
約1,518億円

歳出合計額　
151,816,523,707円

平成30年度　歳出決算額の内訳（一般会計）

総務費
20,382,923,062円(13.4%）
総務費
20,382,923,062円(13.4%）

民生費
76,079,924,836円
(50.1%）

民生費
76,079,924,836円
(50.1%）

その他
1,914,827,863円（1.3%）
その他
1,914,827,863円（1.3%）

衛生費
13,666,677,187円（9.0%）
衛生費
13,666,677,187円（9.0%）

土木費
13,570,576,299円（8.9%）
土木費
13,570,576,299円（8.9%）

公債費
6,627,024,470円（4.4%）
公債費
6,627,024,470円（4.4%）

消防費
5,094,249,610円（3.4%）
消防費
5,094,249,610円（3.4%）

教育費
14,480,320,380円（9.5%）
教育費
14,480,320,380円（9.5%）

議会費 663,835,737円
労働費 35,182,186円
農林費 270,737,333円
商工費 945,072,607円

平成30年度決算 (一般会計・特別会計)
・平成30年度病院事業会計決算を審査

　本定例会では、決算についても各常任委員会で審査しました。各常任委員会では活発に質疑が行われ、決算審
査の結果「認定すべきもの」と決し、多数の意見が付されました。
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委員会の付託された議案・請願等を審査
　市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願、所管事務調査による行政報告等、
各所管事項について詳細にわたり審査を行っています。その中から、各委員会の主な審査状況をお知らせします。

　
委
員
　
ば
ら
広
場
移
転
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
、
市
が
今
後
、
ば
ら

広
場
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
り
上
げ

て
い
き
た
い
の
か
確
認
し
た
い
。

　
公
園
緑
地
課
長
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
現
在
、
請
願
継
続
の
結
果

を
尊
重
し
、
新
し
い
ば
ら
広
場
の

実
施
設
計
の
発
注
を
ま
と
め
て
い

る
状
況
で
す
が
、
早
々
に
実
施
設

計
の
発
注
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
12
月
ご
ろ
か
ら
バ

ラ
の
移
植
に
向
け
た
根
切
り
を
行

う
予
定
で
す
。
来
年
度
は
、
新
し

い
ば
ら
広
場
の
整
備
工
事
及
び
ば

ら
広
場
の
移
転
予
定
で
す
。
新
し

い
ば
ら
広
場
の
姿
で
す
が
、
誰
も

が
安
心
し
て
訪
れ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
園
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
と
か
、
公
園
の
中
央
に
移
転
を

す
る
こ
と
で
、
ば
ら
広
場
を
知
ら

な
か
っ
た
お
客
様
も
取
り
込
ん
で

い
き
た
い
。
そ
し
て
、
バ
ラ
の
香

り
を
存
分
に
楽
し
め
る
、
よ
り
よ

い
環
境
と
し
て
い
き
た
い
。

が
必
要
で
し
た
が
、
も
う
そ
ち
ら

に
つ
い
て
は
で
き
て
い
ま
す
。

　
委
員
　
使
う
と
き
は
何
か
届
け

出
が
必
要
か
。
も
う
既
に
氏
が
変

わ
っ
て
何
年
か
た
っ
て
い
る
場
合
、

旧
姓
に
関
し
て
届
け
を
す
る
と
き

に
、
ど
う
や
っ
た
ら
ス
ム
ー
ズ
に

い
く
の
か
。

　
市
民
課
長
　
ま
ず
申
し
出
を
い

た
だ
い
た
方
だ
け
記
載
す
る
の
で
、

全
員
に
旧
氏
を
表
記
す
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
。
旧
姓
が
わ
か
る
戸

籍
謄
本
を
お
持
ち
い
た
だ
い
て
、

申
し
出
を
い
た
だ
く
と
い
う
手
続

に
な
り
ま
す
。

　
委
員
　
姓
が
変
わ
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
手
間
が
か
か
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
こ
う
い
う
こ
と
が
で

き
ま
す
と
い
う
Ｐ
Ｒ
も
し
っ
か
り

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
が
。

　
市
民
課
長
　
今
後
、
周
知
等
も

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
窓
口
等
で

の
ご
案
内
に
際
し
て
は
、
丁
寧
に

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

野
津
田
公
園
バ
ラ
広
場
の
現

在
地
で
の
存
続
・
拡
充
を
求

め
る
請
願
及
び
、
野
津
田
公

園
ば
ら
広
場
の
移
転
計
画
の

再
検
討
を
求
め
る
請
願
を
一

括
審
査

　
委
員
　
当
初
、
ば
ら
会
が
認
識

し
て
い
た
４
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
が
、
２
８
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

と
１
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
減
っ

た
が
、
そ
れ
が
若
干
の
変
更
と
理

解
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
公
園
緑
地
課
長
　
実
際
に
バ
ラ

が
植
栽
さ
れ
て
い
る
部
分
の
面
積

は
約
１
１
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
と

把
握
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

も
含
め
、
実
際
に
バ
ラ
を
植
栽
す

る
ス
ペ
ー
ス
、
園
路
の
幅
、
ば
ら

広
場
の
し
つ
ら
え
と
し
て
鑑
賞
す

る
こ
と
に
問
題
な
い
面
積
と
い
う

こ
と
で
、
約
３
０
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
程
度
あ
れ
ば
、
十
分
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
田
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

～
印
鑑
登
録
に
つ
い
て
も
　

旧
氏
で
の
登
録
が
可
能
に
～

　
委
員
　
改
正
に
伴
っ
て
市
民
に

ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

　
市
民
課
長
　
職
場
で
旧
姓
を
使

用
し
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、
例

え
ば
、
住
民
票
を
と
っ
た
と
き
に

は
旧
姓
も
表
記
さ
れ
、
な
お
か
つ

印
鑑
に
つ
い
て
も
旧
姓
で
登
録
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
委
員
　
ど
う
い
っ
た
場
合
に
使

え
る
の
か
、
わ
か
れ
ば
伺
い
た
い
。

あ
と
、
こ
の
改
正
に
伴
っ
て
、
シ

ス
テ
ム
で
何
か
改
修
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
が
あ
る
の
か
。

　
市
民
課
長
　
い
わ
ゆ
る
公
に
現

在
の
氏
だ
け
で
な
く
て
旧
姓
も
と

い
う
こ
と
で
の
証
明
に
な
り
ま
す

の
で
、
契
約
行
為
等
を
す
る
と
き

の
公
な
証
明
と
い
う
形
に
な
り
ま

す
。
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
改
修

８月２８日、９月１２日・１３日・２０
日に議案１６件、請願３件、認
定１件の審査を行いました。

９月１２日・１３日・１７日・２０日
に議案１０件、請願1件、認定
１件の審査を行いました。文教社会建　設

・指定喫煙所の設置については、民間事業者との連携も視野に入れ、更なる受
動喫煙防止に努められたい。特に小田急町田駅西口前バスセンターペデスト
リアンデッキ下喫煙所については、閉鎖型に改良されたい。
・災害廃棄物の処理対策について、廃棄物の置き場の確保や分別処理など具体
的な対策を推進されたい。また、災害廃棄物処理マニュアルの策定について
も、早期策定に努められたい。
・指定収集袋の料金については、市民生活への影響を鑑み、値下げをはじめと
した市民負担軽減策を検討されたい。また、市民活力の活用として、地域資
源回収事業についても、更に浸透されるよう努力されたい。
・リレーセンターみなみにおいて、可燃ごみの中継施設、プラスチック資源化
施設として安全に安定して稼働できるよう市の指導、監督の役割を果たすよ
う関与されたい。
・「市民通報アプリ・まちピカ町田くん」の普及啓発については、より一層認
知度の向上を図られたい。
・私道整備及び移管事業においては、申請済案件の実行に過度な遅滞が発生し
ないように予算の確保を行い、積極的に推進されたい。
・アセットマネジメントにより道路補修する際、必要があれば歩道の改修もあ
わせて行うことを検討されたい。
・自転車利用の環境整備を一層促進されたい。
・鶴川駅北口広場整備事業及び南土地区画整理事業については、地権者、町内
会及び商店会等関係者への情報提供、意見聴取を引き続き丁寧に継続された
い。
・小山田桜台・多摩南部地域病院間（唐木田）運行事業については、利用者数
を一層拡大することも視野に入れ、土日も運行し、定期券、シルバーパスの
利用も可とし、多摩センター駅への停車など、停留所の地元要望の対応など、
路線充実を図るよう積極的に取り組まれたい。
・小野路球場の利用者が過去最大になっている。ネーミングライツや企業広告
の導入を検討されたい。
・マンホールトイレについては、近年頻発する災害に備えて、より一層効率的
に設置されたい。

� など計７６件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（建設）
認定すべきものと決定

・適正な予算執行のために、不用額や流用の原因が発生した場合は、早期に補
正を組むように努められたい。
・集会施設の維持管理について、説明会等、積極的に周知するよう努められたい。
・ＤＶについての相談窓口（被害者、加害者）の更なる周知や、児童虐待との
関連について関係課と連携を強化されたい。
・幼児用及び小中学生の自転車乗車時のヘルメットについて、購入費用の補助
や無償配布など実施できるか検討されたい。
・2018年度の特殊詐欺発生件数は、多摩2６市の中で町田市が一番多い。特殊
詐欺被害が減少するように、都への働きかけのみならず、市として対策を強
化されたい。
・利便性向上ため、証明書のコンビニ交付推進に努められたい。
・保育施設等へ通園している乳幼児の情報については、保健所の子育て家庭へ
の訪問を効率良く行うために、よりスムーズかつタイムリーな保健所との情
報共有に努められたい。
・地域子育て相談センター事業について、潜在家庭への家庭訪問が2019年度
から本格的に実施される。業務量の増加が予測されるため、人員の増加を検
討されたい。
・子どもクラブ建設においては、地域の要望などに耳を傾け、市所有の未利用
地の活用などをし、早期に建設を進められたい。
・発達検査結果については、早期発見・早期療育につなげるため速やかに診断
されるよう、関係機関との連携を更に強化されたい。
・就学援助の申込みについて、更なる周知に努められたい。
・日本語を母国語としない子どもたちの日本語支援の充実に、引き続き努めら
れたい。
・子どもセンターを巡回するなど、移動図書館を活用し、子どもたちが本に触
れる機会を増やすように努められたい。
・2018年度にスポーツ広場が２カ所廃止になった影響を受けた市民の受け入
れ策を、引き続き検討されたい。
・東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向け、まちだサポーターズの
拡充と、町田市民の気運醸成の為の活動を進められたい。

� など計９2件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（文教社会）
認定すべきものと決定

委員会提出議案　【文教社会常任委員会】第１６期町田市
議会改革調査
特別委員会を開催

委員会で附帯決議

本会議の結果

　９月1７日、10月15日に開催され、
下記の付議事件について審査が行わ
れました。
付議事件
①�議員の調査活動等に関する事項
②�議会の権能強化及び環境整備に関
する事項

③�市民と議会の関わりに関する事項
④�議会の情報提供に関する事項
⑤�議員の身分等に関する事項
� の調査・検討

　10月からの幼児教育保育無償化に伴って保育園の３歳～５歳
児について主食費・副食費の実費徴収が始まる。低所得世帯、
多子世帯への免除制度はあるが、その実費徴収額について、自
治体によって保護者負担が異なっている。さらに、自治体負担
で無料化する自治体数を比較すると、23区は無料化する自治体
が多く、多摩地域との差が生じている。どこに住んでいても、
保護者負担に差がないようにする必要があると考える。
　よって、町田市議会は、東京都に対し、幼児教育保育無償化
に伴う保育園の主食費・副食費徴収について、自治体間で差が
生じないよう財政支援を行うことを求める。
� 東京都知事ほか１件宛て

　建設常任委員会では、付託された案件のうち、第
７９号議案町田市立陸上競技場観客席増設工事請負契
約について原案を可決すべきものと決し、採決終了
後に下記の附帯決議を付すべきものと決しました。

⒈�本工事においては、今後工事を進めるにあたり、
地元企業育成の観点から最大限に地元事業者への
配慮をされたい。また、今後の入札等にあたっては、
総合評価方式を検討する等、条件において地元企
業育成、地域経済の発展、事業の地域社会貢献も
考慮し方策を決められたい。

　８月28日の本会議において、第７９号議案は賛成多
数を持って可決されました。

第７９号議案に対する附帯決議

東京都に対し、幼児教育保育無償化に伴う保育園の主食費・副
食費徴収について、自治体間で差が生じないよう財政支援を行
うことを求める意見書
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　目の不自由な方のために、点字と声
（カセットテープ版、デイジー版）の
「町田市議会だより」を発行しています。
ご希望の方は、議
会事務局調査法
制係（☎０４２－７２４
－４０４９）までお申
し込みください。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
首
都
直
下

型
地
震
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
地
域

防
災
力
の
充
実
強
化
を
よ
り
一
層

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
地
域
防
災
の
中
核
的
存
在

で
あ
る
消
防
団
の
存
在
の
重
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

　

市
で
は
、
消
防
少
年
団
が
ス
イ

ス
連
邦
で
開
催
さ
れ
た
消
防
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
消
防
団
が

都
消
防
操
法
大
会
へ
の
出
場
が
決

ま
る
な
ど
、
活
躍
は
目
覚
ま
し
い
。

　

一
方
で
消
防
団
員
の
減
少
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
消
防
団
員
の
安
定
的
な
確
保

と
現
団
員
の
志
気
高
揚
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
活
躍
を
団
員
募
集
時
の

み
な
ら
ず
、
広
く
周
知
、
広
報
す

る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

町
田
市
長
宛
て

　

近
年
、
高
齢
運
転
者
の
死
亡
事

故
の
割
合
は
高
ま
っ
て
お
り
、
国

は
７５
歳
以
上
の
免
許
保
持
者
に
免

許
更
新
時
等
の
認
知
機
能
検
査
を

義
務
付
け
た
が
、
さ
ら
な
る
高
齢

運
転
者
の
安
全
対
策
及
び
安
全
運

転
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
①
自
動
ブ
レ
ー
キ
や

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
の
急
加
速

を
防
ぐ「
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
」

や
「
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速

抑
制
装
置
」
の
普
及
加
速
と
購
入

支
援
策
の
検
討
②
「
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車
」
に
限
定
し
た
免
許
の

創
設
や
走
行
場
所
や
時
間
帯
な
ど

を
制
限
し
た
運
転
免
許
の
導
入
検

討
③
免
許
を
自
主
返
納
し
た
高
齢

者
に
公
共
交
通
機
関
の
割
引
制
度

な
ど
の
支
援
、
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
、
地
域
と
共
生
す

る
形
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
更
に
促
進
す
る
観
点
か
ら
、

太
陽
光
発
電
の
適
切
な
導
入
に
向

け
た
取
り
組
み
を
次
の
通
り
要
望

す
る
。
①
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

事
業
計
画
の
認
定
に
当
た
り
、
地

域
住
民
と
の
関
係
構
築
の
た
め
に

必
要
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
。

②
災
害
時
に
斜
面
崩
落
を
誘
発
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
太
陽
光
発

電
設
備
の
斜
面
設
置
に
係
る
技
術

基
準
の
見
直
し
を
早
急
に
行
う
こ

と
。
③
発
電
事
業
終
了
後
の
設
備

撤
去
及
び
処
分
が
確
実
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
、
必
要
な
仕
組
み
の
確

立
を
進
め
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
に
お

い
て
採
択
さ
れ
た
請
願
に
つ
い
て
、

市
長
及
び
教
育
委
員
会
教
育
長
か

ら
処
理
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

南
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

充
実
を
求
め
る
請
願

経
過
及
び
結
果

　

町
田
市
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
利

用
は
、
昭
和
４９
年
に
民
有
地
を
活

用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
広
場
利
用
開
始

を
契
機
に
、
未
利
用
の
市
有
地
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
利
用
を
推
進
し
て

き
た
結
果
、
市
内
全
域
に
普
及
・

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
将

来
の
人
口
増
を
想
定
し
て
市
が
確

保
し
た
学
校
予
定
地
は
、
学
校
建

設
の
計
画
が
な
い
ま
ま
約
４０
年
が

経
過
し
、
そ
の
間
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
広

場
の
利
用
開
始
か
ら
長
年
経
過
し
、

施
設
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
台
風

に
よ
る
ネ
ッ
ト
の
破
損
や
近
隣
へ

の
砂
塵
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
団
体
ス
ポ
ー
ツ
志
向

か
ら
個
人
ス
ポ
ー
ツ
志
向
へ
と
変

化
す
る
な
ど
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
、
ス
ポ
ー
ツ

広
場
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
早
急
に
公
の

施
設
と
し
て
整
備
し
、
利
用
者
の

安
全
と
近
隣
の
良
好
な
住
環
境
を

確
保
し
た
う
え
で
、
幅
広
く
市
民

の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
請
願
項
目

１
に
つ
い
て
は
、
「
町
田
市
５
ヵ

年
計
画
１７
―
２１
」
の
重
点
計
画
と

位
置
づ
け
、
２
０
１
９
年
３
月
に

策
定
し
ま
し
た
「
町
田
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
（
１９
―
２８
）」
に
お

い
て
も
、
基
本
目
標
の
一
つ
と
し

て
「
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
」
を

掲
げ
て
お
り
、
市
の
計
画
と
し
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

請
願
項
目
２
に
つ
い
て
は
、
西

田
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
代
替
地
に
つ

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
境
川

金
森
調
節
池
建
設
工
事
の
事
業
主

体
で
あ
る
、
東
京
都
が
探
し
て
お

り
、
市
も
都
へ
の
情
報
提
供
等
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
鶴
間
公
園
、

成
瀬
鞍
掛
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
つ
き

ま
し
て
は
、
大
学
・
企
業
連
携
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
各
団
体
が

所
有
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
、
市

民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
事

業
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
ス
ポ

ー
ツ
が
で
き
る
環
境
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

請
願
項
目
３
に
つ
い
て
は
、
先

に
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
ス
ポ
ー

ツ
広
場
の
老
朽
化
に
伴
う
、
利
用

者
の
安
全
、
周
辺
住
環
境
へ
の
配

慮
等
を
考
慮
し
、
整
備
計
画
に
基

づ
き
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
予
定
ど
お
り
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

小
学
校
中
学
校
の
熱
中
症
対

策
強
化
を
求
め
る
請
願

経
過
及
び
結
果

請
願
項
目
１
に
つ
い
て

　

今
年
度
、
中
学
校
１８
校
、
小
学

校
７
校
で
体
育
館
空
調
の
設
置
に

向
け
た
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
ま

す
。
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
は
、

学
校
ご
と
に
立
地
条
件
や
施
設
構

造
が
異
な
る
た
め
、
学
校
で
即
座

に
で
き
る
こ
と
と
教
育
委
員
会
が

計
画
的
に
全
校
に
す
べ
き
こ
と
を

分
け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
更
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

請
願
項
目
２
に
つ
い
て

　

毎
年
度
、
教
員
を
対
象
と
し
た

熱
中
症
予
防
対
応
研
修
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
次
年
度
は
、
こ
の

研
修
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
参
加
が
可
能
と

　

台
風
１５
号
に
よ
り
、
大
島
町
に

大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

町
田
市
議
会
よ
り
、
被
害
に
あ
わ

れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
１８
日
に
町
田
市
議
会
議
員

一
同
は
、
災
害
見
舞
金
と
し
て
、

１８
万
円
を
大
島
町
議
会
議
長
宛
に

送
金
し
ま
し
た
。

　

台
風
１９
号
に
よ
り
、
全
国
各
地

に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

町
田
市
議
会
よ
り
、
被
害
に
あ
わ

れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

台
風
１９
号
に
伴
う
町
田
市
の
被

害
に
対
し
、
災
害
救
助
法
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
全
国
市
議

会
議
長
会
か
ら
町
田
市
議
会
に
対

し
見
舞
金
が
送
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

会
派
に
対
し
政
務
活
動
費
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
度
、
そ
の

収
支
に
つ
い
て
、
領
収
書
等
の
必

要
書
類
を
添
え
て
議
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
３０
年
度
の
会
派
別
収
支

は
左
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

会
派
ご
と
の
収
支
報
告
書
及
び

領
収
書
等
に
つ
い
て
は
、
市
庁
舎

３
階
の
議
会
図
書
室
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
７
月
３１
日
に
相
模
原
市
に
お
い

て
、
平
成
１３
年
度
よ
り
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
、
町
田
、
相
模
原
両

市
の
議
員
に
よ
る
議
員
交
流
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
独
立
行
政
法
人
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
で
の
講
座
研
修
及

び
広
い
セ
ン
タ
ー
内
で
の
各
種
商

品
テ
ス
ト
等
の
様
子
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
相
模
原
市
立
博
物
館
で

は
、
博
物
館
の
概
要
を
お
聞
き
し

た
後
、
館
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

請
願
の

処
理
経
過
及
び

結
果
報
告

台
風
１５
号
被
害（
大
島
町
）

に
対
す
る
災
害
見
舞
金

台
風
１９
号
被
害
に
対
す
る

見
舞
金

消
防
団
員
の
安
定
的
な
確
保

と
志
気
高
揚
の
た
め
の
周
知

活
動
に
関
す
る
決
議

高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と

移
動
手
段
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書

太
陽
光
発
電
の
適
切
な
導
入

に
向
け
た
制
度
設
計
と
運
用

を
求
め
る
意
見
書

議
員
提
出
議
案

意
見
書
・
決
議

（
要
旨
）

本
定
例
会
で
は
意
見
書
２
件
、
決

議
１
件
を
可
決
し
、
議
長
名
で
関

係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。
要

旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
る
よ
う
研
修
会
場
を
見
直
し
ご

案
内
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
対
象
に
し

た
熱
中
症
の
講
習
会
等
の
案
内
が

教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
し
た
ら
、

学
校
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
熱
中
症
対
策
の

講
習
会
等
の
開
催
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
実

施
し
た
い
場
合
に
は
、
教
育
委
員

会
が
関
係
部
署
に
つ
な
い
で
ま
い

り
ま
す
。

請
願
項
目
３
に
つ
い
て

　

各
学
校
の
テ
ン
ト
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
や
近
隣
の
町
内

会
、
自
治
会
等
か
ら
の
借
用
や
テ

ン
ト
の
保
管
場
所
や
使
用
頻
度
に

つ
い
て
も
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
テ
ン
ト
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

議
員
交
流
会
を
通
し
、
両
地
域

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
議

員
相
互
の
情
報
交
換
と
と
も
に
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

相
模
原
市
議
会
議
員
と

議
員
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た

平
成
３０
年
度
政
務

活
動
費
の
収
支
報

告
に
つ
い
て

平成３０年度政務活動費会派別収支報告一覧表（平成３０年４月～平成３１年３月）
（単位：円）

会派名 自由民主党 公明党 まちだ市民
クラブ 保守の会 日本共産党

諸派
（新井よしなお
、矢口まゆ）

諸派
（友井和彦）

所属議員数 １２人 ６人 ６人 ５人 ４人 ２人 １人
交付月数 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分

※収入額（交付額） ８，６４０，０００ ４，３２０，０００ ４，３２０，０００ ３，６００，０００ ２，８８０，０００ １，４４０，０００ ７２０，０００

実
支
出
額

人件費 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
調査活動費 ２，２８４，８０２ １，９０８，１３８ １，２８１，９６３ １，００１，４３６ ３６１，６６０ １５９，８９９ ２６９，３０８
研修・研究・
会議費 ４８，５００ ４０，６０８ １６１，４６０ ４，０００ ０ ２０５，５００ ０

資料作成費 ５，９３２ ０ ０ ０ ０ ０ ９６４
資料購入費 ８２８，０２５ ５９４，７５８ ３１４，７４３ ２０２，４１７ １１３，６９０ ２５２，７６４ ９４，１９８
広報費 ５，１９５，１７０ ２４３，３１０ １，５３５，０３１ １，０１８，３６６ １，９８９，９００ ３３５，９３１ ６８，５００

通信運搬費 ４６９，４８５ １，０３３，４２８ ９８８，２２９ ７１６，４６４ ０ ２８７，８５３ ２３０，９２８
事務費 ６２１，０３６ ４８６，２４９ ２４７，７１６ ８３１，３３６ ５１７，９７５ ２２３，５４３ ２６５，０２３
合計 ９，４５２，９５０ ４，３０６，４９１ ４，５２９，１４２ ３，７７４，０１９ ２，９８３，２２５ １，４６５，４９０ ９２８，９２１

残余金（返還額） ０ １３，５０９ ０ ０ ０ ０ ０
※収入額（交付額）は、各月１日（基準日）における会派の所属議員数に、月額６万円を乗じて得た金額の月数分です。

町田市議会の会議録
　町田市議会のホームページ、
市庁舎3階の議会図書室又はお
近くの図書館でご覧いただくこ
とができます。
（本定例会の会議録は、１１月
末に完成予定です。）

国民生活センターでの視察の様子

９ ８ 月 ◎
９
月
定
例
会
の
日
程

３０
㊊

２０
㊎

１８
㊌

１７
㊋

１３
㊎
１２
㊍
１１
㊌

１０
㊋

９
㊊

６
㊎
５
㊍
４
㊌
３
㊋

２
㊊

２９
㊍

２８
㊌ 日

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
）

第
１６
期
町
田
市
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員

会 常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

常
任
委
員
会（
総
務
）

常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

議
案
説
明
会

町
田
市
基
本
構
想
・

基
本
計
画
調
査
特
別

委
員
会

災
害
対
策
委
員
会

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

町
田
市
基
本
構
想
・

基
本
計
画
調
査
特
別

委
員
会

常
任
委
員
会（
建
設
）

内
　
　
容

１９ １ ２ ４ ２７ １ １ １０ ２７ １６ １１ ９ ６ 傍聴者数：１３４名
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